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今回の県政だよりは、私たちイン
ターン生が、市民の皆様に県政に対
する関心を持って頂きたいという一
心のもと、話し合いや推敲を重ね作
成したものとなっております。

右記にあります、ハガキは県政
だよりを読んでくださる方々に意見
を頂きたく、本号も添付いたしまし
た。お気軽に意見をお寄せ頂ければ
と思います。

普段の県政だよりと比べ、多少読
みにくいものとなっているかもしれ
ませんが、少しでも県政に対して関
心を持って頂ければ幸いです。

インターン生一同

令和４年度の一般会計当初予算等が、２月１５日開会の広島県議会２月定例会にて上程されました。１兆１０００万円強の過去最大規模となった
令和４年度予算は、この後設置される予算特別委員会において、集中的に審査が行われます。

令和４年度 一般会計歳入・歳出総額 １兆１,４４０億２,０００万円

2月15日に広島県議会2月定例
会が開会し、一般会計総額1兆
1,440億2,000万円、特別会計
5,394億円、企業会計716億円の
令和4年度当初予算案等が上程さ
れました。国の補正予算を活用
した令和3年度補正予算と一体的
に予算編成しております。
令和4年度においては、引き続

き新型コロナ対応や豪雨災害へ
の対応に最優先で取り組んで参
ります。

重点施策への集中的な取り組み（主要事業）
● それぞれのライフスタイルの実現（県民の挑戦を後押しする施策・適散、適集な地域づくり） 1,094億円
● 新型コロナウイルス感染症への対応（感染拡大防止対策・医療提供体制・事業継続と雇用維持）926億円
● 構造的な課題への対応（適散、適集社会の実現・気象災害への対応・デジタル化への対応） 849億円
● アフターコロナを見据えた社会・経済の発展的回復（社会の修復と発展・経済の回復） 304億円

県政だよりvol.８４
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問：不安の多いご時世だからこそ、県政に下記の項目を求める！

□補助金の追加 □医療負担の軽減 □教育・子育ての支援

□防災・減災対策の強化 □経済振興対策 □雇用・労働問題

□障がい者福祉の向上 □農林水産業振興 □中山間地域活性化

□その他（ ）

県政に関して、ご自由に意見添えをして頂きたいです。

県経済をけん引する企業の育成・集積を目指す取り組み！
コロナによって県経済に深刻な損害を生み出してしまったという反省を生かし、今回の予算案には、アフター

コロナを見据え県経済をけん引する企業の育成・集積を目的とした金額が計上されています。その内訳は以下の
通りです。

①プッシュ型による新事業展開等支援事業 ２億８０００万円
②中小企業イノベーション促進支援事業 １億３５００万円

「新たな生活様式」への対応、アフターコロナを見据えた新たな業態への転換！

これら２つの支援事業によって、今後の県経済の担い手となる企業を創出することが可能となります。苦境に
立たされている県経済を発展させていくべく、今後これらの事業をもとに新たな企業を集積することができるよ
う、県政として推進して参ります。

少しだけ私たちインターン生のことを紹介させて頂きます！！

土井光流 広島修道大学１年

私たちのことを温かく受け入
れて下さった福知先生には、本
当に感謝の気持ちで一杯です。
短い活動期間ではありますが、

今回の活動を通して、私個人が
社会で求められる人材となるこ
とができるよう、精一杯頑張っ
て参ります。

鈴木昂祐 広島市立大学１年

議員インターンシップでは学校
で多く学べない、リアルタイムで
起きている問題に触れることがで
きます。
たくさんの経験を積み重ねた上で、
社会人の仲間入りをしたいと考え
ています。

平本椋子 安田女子大学１年

今回のインターンシップを通し
て、社会に必要なマナーや社会生活
の構成源である政治の知識を積極的
に学んでいきたいと思います。多く
の方とのコミュニケーションを大切
に活動して参ります。

有意義な経験となるよう、精一
杯頑張ります。

県政だよりを書いてみて
私たちの生活に大いに関わっている県

政。しかしながら県政に関して関心を持

っているという人が少ないというのは、

大きな課題であると感じています。今

回、少しでも県政について興味を持って

頂きたいという一心でこの県政だよりを

作成させて頂きました。

また私たちインターン生は、福知先生

のもとで約２か月間、県政について学ぶ

予定となっております。この活動を通し

て学んだことを元に、今後私たち自身が

広島県のみならず日本を引っ張っていく

ことが出来る人材となれるよう精一杯努

力して参ります。

最後まで読んで下さりありがとうござ

いました。

インターン生一同

インターン生が本気で考えたアンケート内容！

「仕事と家庭の両立」にさらなる追い風！

2015年において、女性の就職率は７割前後と、男性に対して低い傾向にあります。そこで女性活躍推進担当者
向け研修会の開催など、2025年までに県内の女性の就業率８割超過達成を目標に就業中の女性や県内企業に対す
る支援を実施する予定です。また、男性の育児休暇の取得を促進する活動にも力を入れています。
以上の支援に、４千８百万円を投資し、仕事と家庭の両立を促進しています。


